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o Banzhaf■指数閏（以‾FIj指数）   
投票者が投票態度を賛成から反対ないしはその逆  

に変えることに上り、可決かレが汰ないしはその逆  

にできるとき、その投棄者け彫塑力を持つ  

o Dee酢In・PとICklc指数（以‾L：n・l】指数）  

投票者JのD・P指数は以下のLうに定義される．ン  

刷こ 

高ぶ緑  
…（“）   

回：集合ぶの要鮨数  

〟（l′）：最小勝利提携の根合   

叫（l′）‥投柴者ほ含んだ最小勝利根胡肋儲合   

D・P指数の汚つの前提条件な以仁にホす．・  

1．最小勝利提携だけが指数に影野こJ■ろリ  
2．最／ト勝利提携内の各投柴者扶北川利得lを等分に   

分配する。  

3．各最小勝利提携は、同じ確率で形成される．：．  

【改良した指数の数式化】   

D・P指数の前提条件j拍根胡両肌職悪者数の多少  

に関わらず同じ確率で組み合わされろわけであるが、  

現実的には、提携内叫受栗者数が多ければ多いほど、  

意見の調整や各人の．臥惑などが絡んで促状を組むの  

は困難になると考えられる．二．L′」て、揖携の形成は  

それを構成する投票者数が多いはどよと．たりにくく  

なると思われることから、我々仙l行以条件：iが現実  

的ではないと考えて、  

3’．叫蚕里蚕塑＿り最′卜勝利擬三郷◆⊂L、投栗考数が少ない遁   
ど挺身合ねされる碓．率け高くなろ‥  
に変更し、投崇者／の改良した指数を次≠けうに定義  

【序論】   

投票は、国会・企要など多くの組織において、意  

思決定・の方法として用いられている。このような投  

票による決定制度においては、投票主体（個人ない  
し集団）が票決に対して持つ影響力（パワー）の評  

価がしばしば大きな問題となる。そこで我々は、投  

票者の影響力を測定する指数としてJ．Deegan．and  

E，WPilCkle【1978＝こよって提．案された Dee即In・  

Packle指数【1陀翠良し、新たな指数を提案する。さ  
らに、参議院における各政党の影響力の評価を述べ  

る。  

【投票ゲームとパワー指数】   

投票者l，…ノJの集合〟を考え、その部分集合∫  

のメンバーが協力して故案を可決できるとき、∫を  

勝利提携といい、勝利提携の集合をIγとする。また  

集合〟は最小勝利提携の集合であり、次のように表  

すことができる。  

〟＝l∫∈〝l∀〃〃〃叩抑7’⊆∫，ぶ－柁呵 …（1）  

〃の部分集合族上で定義された特性関数vが  

．1・ V（¢）…0  ・・・（2）  

2．・＼－⊆r■⇒V（〟）≦V（r）  …（3）  

：i・ ム■∩7’＝¢⇒V（∫Ur）≧V（ムー）＋V（r）   …（4）  

を削二すとき（Jい′）をJJ人協力ゲームという。，さらに、  

～／● ∫∈〝  

ぞ／● ∫∈エ  
l・（∫）＝  

を満たすとき（JJ，l′）を投票ゲーム（あるいは単純ゲー  

ム）という（．また、投票ゲームのうち各投票者がそ  

れぞれ何禁かの票を持ちその多数決によって決定が  

行われるものを、重みつき多数決ゲームといい、必  

要票数をヴ、投票者Jの重みをlリfとするとき、次の  

ように表わされる。  

【ヴ；lγい－γユ，…，－・リ′，］   
パワー 指数は投票ゲームにおいて、各投票者の勝  

敗への影響力を示すものである。主なパワー指数に  

おける影響力の考え方には以下のようなものがある．）   

。Shal）1ey－Shubik指数【2】（以下S－S指数）   

提出された議案に対し、 

提携を形成するときに、ある投票者が加わることに  

よりそれまで投票に勝てなかった提携が勝てるよう  

になるとき、その投票者ほ影響力を持つ。  

する。  

⊥
回
 
 

′′蝉∫易、り  …（7）  ）
 
 

〃   
l
 

…
再
「
 
 ノ易、．，  

α：形成確率のメンバー数への依存適（≧0）   

改良した指数で比定数α叫il■とが人きくなるほどメン  

バー数が多い最小勝利提携を形成すろ確率が低くな  

る。そしてα＝0の場合、1’）・Ⅰ一指数と・致し、改良  

した指数はl二）－1｝指数を含んだモルノといえろt：t ニのよ  

うに我々は前述のt）・l一指数の前捷条件せ．Lり現実的  

に改良することに上って新しいバリー指数を提案し  

た。  
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く評価している．ン 第1．党であろIミl民党の評価が著し  
く低いことや議席数の差に対してあよりにモ一指数の  

差がないことからわかるように現実的な評価とは言  

い難い。   
改良した指数（現実への適用を考えてα＝4とした）  

は、自民党の評価はS・S指数、l■i指数に比べると低  

いが他の政党については同税腫であろり また、改良  

した指数とS・S指数、B指数が異なろ〝Jは、議席数  

の大′トと影響力の大小が逆転している（杜民党と自  

由党，参議院の会）点であろJニれは、S－S指数やB  

指数は議席数の大′トと影響ノルノ人小とほ逆転しない  

が、D・P指数では自由党、参読院の会を著しく高く  

評価しており、改良した指数にヰーそ山特徴か残って  

いる事を示している．ン   
ところで、改界では自白迎立政権が誕fl三■してしばら  

く経つ、これは自民単独でけ政権紺欄が難しいと考  

えることができるならば、S・S指数、11指数における  

自民党の評価は、高すぎるとい、える．：．   

以上のことから、n・■P指数から改良した指数は、  

D・P指数の特徴を継承しながら皐‥l）・l）指数のたう  

に著しく現実牲を失うことヰ」なく H・S指数、B指数  

ほど第1党を過大評価もしないということがわかる。  

改良した指数はD・P指数を完全に含むことは、前述  

の通りであるが、S・S指数、1う指数と比較してヰJより  

現実にあった指数であるといえろであろう．‥．  

ここでパ・ワ一 指数の背景となっている公理系を示  

す。  

Al．ダミー投票者の指数は0である。   

方‘（lノ）；0⇔〟∫（1ノ）…¢  …（均  

A2．指数は投票者の名前の付け替えには無関係であ  

る。   

〃の任意の順列Jに対し、次式が成り立ら。   

方J（i）（卯）＝方fい  …（9）  

A3．正規性  

嘉方‘（－′）＝1  

…（10）  

A4．合成ゲームの指数は成分ゲームの指数の▲1■次結  

合である。  

1′ル∈〔Ttが合成可能とすると、次式が成り立つ。   

方（－′∨－リ）  

梱紳十‡ふ抑w）】  
∴．‡．巾  

‥・（11）  

方：パワー指数  

〔丁′：投票ゲ「ムの集合  

このとき、次の定理が証明できる。  

定理■：改良した指数は公理A卜・A4満たす。  
またキの4つの公理を満たす指数は改良した  

指数のみである。  

【改良した指数によろ評価】   

改良した指数を既存のパワー指数と「比較するため  

にS－S指数、1i手旨数、D・P指数を用いて参議院（1999  

年5月・14日現在［参議院ホームページより］）の各  

政党の影響力を評価していく。各政党の議席数が政  

党（投票者）の重みと考えることができるので、重  

みつき多数決ゲーム   

【127；1牲55，24，23，14，12，11，4，1，1，1，1，1】  

であり各政党の指数は一指ble．1のようになる。   

S・S指数、B指数は全体的によく似た数値をしてお  

り、ともに第1党である自民党を高く評価し、他の  

政党の評価はおおむね低い。これは、ある政党が意  

思決定（賛成あるいは反対）を．して可決あるいは否  
決することができるかどうかを基準としているので、  

議席数の大きな政党が高い評価になるのは当然であ  

り、 特に第1’党の議席数が過半数近く卒る場合その  

傾向が強い．   

D・P手旨数は、社民党、二院クラブ、無所属以外は  

全体的にほぼ同じ値である。これはD・P指数特有の  

もので、ある投票者を含む最′ト勝利提携数の大小に  
よるものであり、最′川勝利提携に入りやすい（・この  

場合の入りやすいとは議席数が多いとは一概にいえ  

ない）議席数を持った政党に対し、高く評価する傾  

向がある卓 こ上って．、自由党、参議院の会を著しく高  

T血l8．1各政党の影響力  

New指数D・P指数S・S指数 B指数  

自民党 民主党  

社民党  

自由党  

参議院  

0．5720 0．6（追8  

0．1040 0．0856  

0．1α旧 0．0856  

0．1鋸0 0．（泊56  

0．0387 0．α拍6  

0．0373 0．鋤2  

0．0373 0．0442  

0．∝沿6 0．∞12  

0．∝氾4 0．m  

0．ヰ556 0．1313  

0．14〔氾 0．1248  

0．弓4（刀 0．1248  

0．14（X） 0．1248  

0．0382 0．0596  

0．0398 0，1231  

0．0398 0．1231  

0．（X氾7 0．0146  

0．（氾13 0．0348  コ暁クラブ 無所属  
＊ B指数は合計が1となろ．＿Iこうに帥11ミしてあろ。また、  

改良した指数（N（、 
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